７　第２箱式棺（主体４号）
第２箱式棺　　　　　　４号墳の前方部の西南の端にあった。前の円筒棺と同じ方向に同じ列に並んだ形になっておかれていた。円筒の西約１２.５メートルはなれている。この棺も長さ１.８０メートル、幅は東（頭部）で３７.５センチ、西（足部）３３センチ、深さ３５センチ、厚さ１０センチ前後の板石を組み合わせている。表土の下３５センチで蓋石にあたったという。蓋石は今８個にわれているが、
石棺の内部　　　　　もとは１枚石であったらしい。棺の内側は酸化鉄で塗られ、頭部には板石をＶ字形に組んだ石枕をして頭骨があり、上膊骨、大腿骨などがのこっていたほかは副葬品らしいものは残っていなかった。この石枕をもつ埋葬のしかたは、東伯から西伯にかけて７例ほどわかっており、内部にも
古墳時代中期の　　　ほとんど副葬品らしいものを持っていない。他に天神野、舎人谷で石枕の代わりに大きい高坏の
もの　　　　　　　　皿部や坏をつかっている例も２～３みつかっている。この形の箱式棺はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つまなみがた),妻波型)とよび、古墳時代の中期の初めのものと考えている。
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